
令和５年（2023年）５月１日 No.156ふくおか市議会だより 2

●
一
般
会
計
補
正
予
算 

　

補
正
の
総
額
は
４
２
４
億
８
９
４
万
２

千
円（
増
額
）で
す
。主
な
内
容
は
こ
ど
も

施
策
の
充
実
を
図
る
た
め
、港
湾
整
備
事

業
特
別
会
計
の
収
益
を
活
用
し
、こ
ど
も

未
来
基
金
を
積
み
立
て
る
た
め
の
予
算
、

保
育
所
等
の
送
迎
用
バ
ス
に
置
き
去
り
を

防
止
す
る
安
全
装
置
を
整
備
す
る
た
め
の

予
算
、福
岡
商
工
会
議
所
等
が
取
り
組
む

電
子
版
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券（
ネ
ク
ス

ペ
イ
）の
発
行
を
支
援
す
る
予
算
の
増
額

な
ど
で
す
。

●
福
岡
市
生
の
松
原
元
寇
防
塁
駐
車
場
条

例
の
制
定

　

歴
史
的
な
観
光
資
源
で
あ
る
史
跡
元
寇

防
塁
へ
の
集
客
促
進
を
図
り
、も
っ
て
本

市
の
歴
史
お
よ
び
文
化
の
周
知
並
び
に
観

光
の
振
興
に
資
す
る
た
め
、生
の
松
原
元

寇
防
塁
駐
車
場
を
設
置
す
る
も
の
で
す
。

●
一
般
会
計
予
算
案

　

総
額
は
１
兆
４
９
７
億
５
６
０
０
万
円

で
す
。令
和
５
年
度
当
初
予
算
案
の
特
色

で
あ
る
子
育
て
応
援
予
算
の
主
な
新
規
・

拡
充
事
業
は
、第
２
子
以
降
の
保
育
料
無

償
化
、産
前
・
産
後
サ
ポ
ー
ト
の
拡
充
お
よ

び
利
用
者
負
担
の
軽
減
、子
育
て
世
帯
住

み
替
え
助
成
の
対
象
の
拡
充
、子
ど
も
医

療
費
の
高
校
生
世
代
ま
で
の
拡
大
、３
歳

未
満
の
子
育
て
家
庭
に
子
育
て
用
品
を
届

け
る
お
む
つ
と
安
心
定
期
便
の
開
始
、障

が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
の
未
就
学
児

の
無
償
化
お
よ
び
学
齢
期
の
大
幅
負
担
軽

減
、子
ど
も
食
堂
へ
の
助
成
の
拡
充
で
す
。

●
福
岡
市
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法

律
施
行
条
例
の
制
定

　

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
の
一

部
改
正
に
伴
い
、同
法
の
施
行
に
関
し
必

要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
で
す
。（
令
和
５

年
４
月
１
日
施
行
）

●
職
員
定
数
の
改
正

　

児
童
生
徒
数
の
増
加
等
に
伴
う
教
職
員

の
増
員
お
よ
び
子
ど
も
の
見
守
り
や
支
援

に
係
る
体
制
強
化
、救
急
隊
の
増
隊
等
に

伴
う
増
員
並
び
に
地
下
鉄
七
隈
線
延
伸
事

業
の
進
捗
、事
務
事
業
の
見
直
し
等
に
伴

う
減
員
の
た
め
、職
員
定
数
を
現
行
の
１

万
７
５
２
２
人
か
ら
１
万
７
９
１
７
人
に

改
め
る
も
の
で
す
。（
令
和
５
年
４
月
１
日

施
行
）

●
福
岡
市
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正

　

自
動
交
付
機
で
住
民
票
の
写
し
等
を
交

付
す
る
際
の
手
数
料
に
つ
い
て
、令
和
５

年
４
月
１
日
か
ら
令
和
６
年
３
月
31
日
ま

で
10
円
に
減
額
す
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、市
税
そ
の
他
の
公
課
に
関
す
る

証
明
書
を
コ
ン
ビ
ニ
で
交
付
す
る
サ
ー
ビ

ス
の
開
始
に
伴
い
、自
動
交
付
機
で
同
証

明
書
を
交
付
す
る
際
の
手
数
料
を
定
め
る

と
と
も
に
、令
和
６
年
１
月
１
日
か
ら
令

和
６
年
３
月
31
日
ま
で
10
円
に
減
額
す
る

も
の
で
す
。（
令
和
５
年
４
月
１
日
ほ
か
施

行
）　

●
留
守
家
庭
子
ど
も
会
事
業
の
名
称
変
更

　

留
守
家
庭
子
ど
も
会
事
業
を
取
り
巻
く

状
況
の
変
化
に
鑑
み
、同
事
業
の
名
称
を

「
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
事
業
」に
改
め
る
も

の
で
す
。（
令
和
５
年
４
月
１
日
施
行
）

●
福
岡
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改

正
　

健
康
保
険
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
鑑

み
、出
産
育
児
一
時
金
の
支
給
額
を
48
万

８
千
円
に
引
き
上
げ
る
と
と
も
に
、国
民

健
康
保
険
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

保
険
料
の
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
賦
課
限

度
額
を
22
万
円
に
引
き
上
げ
る
等
の
改
正

を
行
う
も
の
で
す
。（
令
和
５
年
４
月
１
日

ほ
か
施
行
）

●
照
葉
は
ば
た
き
小
学
校
の
新
設

　

学
齢
児
童
の
増
加
に
対
処
す
る
た
め
、

東
区
香
椎
照
葉
六
丁
目
に
照
葉
は
ば
た
き

小
学
校
を
新
設
す
る
も
の
で
す
。（
令
和
６

年
４
月
１
日
施
行
）

●
一
般
会
計
補
正
予
算

　

補
正
の
総
額
は
、１
０
６
億
４
１
９
９
万

７
千
円（
増
額
）で
す
。内
容
は
、電
力
・
ガ
ス

・
食
料
品
等
価
格
高
騰
緊
急
支
援
給
付
金
と

し
て
、住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
し
、１

世
帯
当
た
り
３
万
円
を
支
給
す
る
予
算
や
、

子
育
て
世
帯
に
対
す
る
生
活
支
援
特
別
給

付
金
と
し
て
、児
童
扶
養
手
当
受
給
世
帯

や
住
民
税
非
課
税
の
子
育
て
世
帯
等
に
対

し
、児
童
１
人
当
た
り
５
万
円
の
特
別
給

付
金
を
支
給
す
る
予
算
の
増
額
で
す
。

令
和
４
年
度
関
係

令
和
５
年
度
関
係

可
決
さ
れ
た
主
な
議
案

議案や賛否一覧は
こちら

２・３月定例会

３月臨時会

　
福
岡
市
で
は
、「
都
市
の
成
長
」と「
生
活
の

質
の
向
上
」の
好
循
環
を
創
り
出
す
こ
と
を
都

市
経
営
の
基
本
戦
略
と
し
て
掲
げ
、「
人
と
環

境
と
都
市
活
力
の
調
和
が
と
れ
た
ア
ジ
ア
の

リ
ー
ダ
ー
都
市
」を
目
指
し
て
、ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
の
結
果
、人
口
は
１

６
３
万
人
を
超
え
、企
業
の
立
地
や
創
業
が
進

む
な
ど
、元
気
な
ま
ち
、住
み
や
す
い
ま
ち
と

し
て
国
内
外
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、日
本
全
体
に
目
を
向
け
る
と
、加
速

す
る
少
子
高
齢
化
へ
の
対
応
は
、も
は
や
一
刻

の
猶
予
も
無
い
状
況
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、不
安
定
な
海
外
情
勢
の
影
響
な
ど
に

よ
り
物
価
が
高
騰
す
る
中
、コ
ロ
ナ
で
傷
ん
だ

経
済
を
力
強
く
回
復
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
急

務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
社
会
経
済
が
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
、人
々

の
価
値
観
は
ま
す
ま
す
多
様
化
し
て
い
ま
す
。

　
誰
も
が
自
分
ら
し
く
生
き
る
希
望
を
持
ち
、

充
実
感
や
安
心
感
な
ど
、そ
れ
ぞ
れ
の
幸
せ
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
、持
続
可
能
で
包
摂
性

の
あ
る
社
会
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
は
、こ

う
し
た
新
た
な
価
値
観
や
社
会
の
変
化
な
ど

を
し
な
や
か
に
市
政
に
取
り
入
れ
、ス
ピ
ー
ド

感
を
も
っ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
く
こ
と
が

肝
要
で
す
。

　
基
礎
自
治
体
と
し
て
直
接
市
民
に
接
す
る

現
場
を
持
ち
、か
つ
都
道
府
県
並
み
の
権
限
に

加
え
、さ
ら
に
国
の
規
制
を
改
革
で
き
る
国
家

戦
略
特
区
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
福
岡
市
が
、

新
た
な
取
り
組
み
に
果
敢
に
挑
戦
し
、地
方
か

ら
日
本
を
変
え
る
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
の
役
割
を

果
た
す
こ
と
、そ
れ
が
日
本
を
最
速
で
変
え
て

い
く
手
法
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
福
岡
市
は
、大
陸
と
の
交
流
に
よ
り
育
ま
れ

た
歴
史
や
文
化
の
魅
力
、豊
か
な
自
然
と
充
実

し
た
都
市
機
能
が
コ
ン
パ
ク
ト
に
整
っ
た
都

市
空
間
に
恵
ま
れ
て
お
り
、こ
れ
に
加
え
、天

神
ビ
ッ
グ
バ
ン
や
博
多
コ
ネ
ク
テ
ィ
ッ
ド
に

よ
り
、耐
震
性
が
高
く
感
染
症
に
も
対
応
し
た

最
新
の
ビ
ル
へ
の
建
て
替
え
を
促
し
、ま
ち
と

し
て
の
安
全
・
安
心
を
高
め
な
が
ら
、国
際
競

争
力
が
高
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
魅
力
あ
る
ま
ち
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、

多
様
な
分
野
で
誰
も
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ

市
長
の
市
政
運
営
方
針
か
ら

（
議
案
第
１
号
）

〈
賛
成
多
数
〉

（
議
案
第
13
号
）

〈
全
員
賛
成
〉

（
議
案
第
30
号
）

〈
賛
成
多
数
〉

（
議
案
第
52
号
）

〈
賛
成
多
数
〉

（
議
案
第
53
号
）

〈
賛
成
多
数
〉

（
議
案
第
57
号
）

〈
賛
成
多
数
〉

（
議
案
第
63
号
）

〈
全
員
賛
成
〉

（
議
案
第
69
号
）

〈
賛
成
多
数
〉

（
議
案
第
76
号
）

〈
全
員
賛
成
〉

（
議
案
第
132
号
）

〈
全
員
賛
成
〉

と
が
で
き
、心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
と
し
て

次
世
代
に
引
き
継
い
で
い
く
た
め
、10
年
先
、

20
年
先
を
見
据
え
な
が
ら
、未
来
へ
の
種
を
ま

い
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
子
ど
も
は
未
来
を
創
っ
て
い
く
か
け
が
え

の
な
い
存
在
で
あ
り
、福
岡
市
の
未
来
、日
本

全
体
の
未
来
を
切
り
拓
い
て
い
く
た
め
に
は
、

子
ど
も
一
人
一
人
が
自
分
ら
し
く
生
き
生
き

と
輝
き
、将
来
に
夢
を
描
き
な
が
ら
、心
身
と

も
に
健
や
か
に
育
っ
て
い
く
ま
ち
づ
く
り
に

全
力
で
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、子
ど
も
を
望
む
人
が
、安
心
し
て
出

産
、子
育
て
が
で
き
る
よ
う
、経
済
的
負
担
の

軽
減
や
、社
会
全
体
で
子
育
て
世
帯
を
見
守
る

取
り
組
み
な
ど
、子
育
て
支
援
を
さ
ら
に
充
実

し
て
ま
い
り
ま
す
。

条例予算特別委員会
　令和５年度関係議案を審査するため、条例予算特別
委員会を３月２日に設置しました。（全議員59人で構成）

　当初予算案や条例案など55件の議案を審査し、全て
の議案を可決しました。（全員賛成24件、賛成多数31件）

委 員 長

副委員長

尾花　康広

古川　清文　  稲員　稔夫　  飯盛　利康

松尾りつ子　  大森　一馬

いなかず　        としお いいもり　       としやす

まつお おおもり　　　　かずま

ふるかわ 　      きよふみ

  おばな         　やすひろ


